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即応と信頼

紙 面 紹 介

駐 屯 地 夏 祭 り

１ 面

・駐屯地夏祭り

・第３０回大久保駐屯地

司令杯少年野球大会

・京都府防災訓練

・大久保曹友会ボランティア

活動

・優秀隊員褒章

２面・３面

・各部隊訓練等記事

４ 面

・部隊長随筆

・最先任の一言

・新隊員後期教育

・定年退官者紹介

・大久保駐屯地漫画喫茶

「莵道」(うじ)

・編集後記

京

都

府

防

災

訓

練

大

久

保

曹

友

会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

優

秀

隊

員

褒

章

第１０９教育大隊長褒賞
第３施設大隊本部管理中隊
３等陸曹 鷹森 香菜

（たかもり かな）

優秀隊員

史料館開放装備品展示

３施太鼓演奏 盆踊り打ち上げ花火

令
和
４
年
８
月
５
日
（
金
）
、
大
久
保
駐
屯
地
夏
祭
り
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

盆
踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火
、
３
施
太
鼓
の
演
奏
、
駐
屯
地
史
料
館
の
開
放
に
加
え
、
今
年
は
装
備

品
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
多
く
の
地
域
の
皆
様
の
ご
来
場
を
頂
き
、
最
後
の
打
ち
上
げ
花
火
で
盛
況

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
久
保
駐
屯
地
は
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
励
ん
で
参
り
ま
す
。

改
め
て
、
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

訓練開始式要救助者の捜索

要救助者の搬送知事と司令の意見交換

令
和
４
年
９
月
４
日
（

日
）
、
直
下
型
地
震
及
び

水
害
の
複
合
災
害
を
想
定

し
た
京
都
府
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
は
、
警
察
・
消

防
な
ど
と
連
携
し
、
要
救

助
者
の
捜
索
・
救
助
・
搬

送
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
災
害
に
対
応
で

き
る
よ
う
教
訓
を
蓄
積
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
地
域
の
皆
様
の

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

令
和
４
年
７
月
末
に
大
久
保
駐
屯
地
曹
友
会

の
会
員
と
そ
の
家
族
34
名
が
参
加
し
、
令
和
４

年
度
１
回
目
の
駐
屯
地
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

清
掃
中
は
、
地
域
の
方
か
ら
温
か
い
激
励
の

お
言
葉
を
頂
き
、
充
実
感
と
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

ゴミ拾い

記念撮影

第
３
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
の
鷹
森

３
曹
は
、
第
３
１
４
共
通
教
育
中
隊
第
１

教
育
隊
が
担
任
す
る
、
令
和
４
年
度
自
衛

官
候
補
生
課
程
教
育
の
助
教
と
し
て
の
功

績
に
よ
り
令
和
４
年
７
月
６
日
（
水
）
、

第
１
０
９
教
育
大
隊
長
か
ら
褒
賞
さ
れ
ま

し
た
。

助
教
を
経
験
し
て
得
た
も
の
を
今
後
の

自
衛
隊
生
活
で
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

第３ ０回大久保駐屯地司令杯少年野球大会

決勝戦の状況司令表彰連盟表彰

優勝メダル贈呈 優勝「精華アトムズ」準優勝「広野ジュニアーズ」

令
和
４
年
８
月
27
日
（
土
）
か
ら
第
30
回
大
久
保
駐
屯
地
司
令
杯
少
年

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
29
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
日
々
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

勝
ち
進
ん
だ
精
華
ア
ト
ム
ズ
と
広
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
の
９
月
25
日(

日

の
決
勝
戦
で
は
、
精
華
ア
ト
ム
ズ
が
９
対
５
で
勝
利
を
掴
み
、
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
ず
努
力
し
た
選
手
の
栄
光
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
大
会

運
営
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

装備品展示

）

大久保駐屯地広報紙
「やましろ」

２四半期号 No１８
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第

７

施

設

群

第

３

施

設

大

隊
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各 部 隊 訓 練 等 記 事

大

久

保

駐

屯

地

業

務

隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

大
久
保
駐
屯
地
で
は
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
夏
祭
り

行
事
が
開
催
さ
れ
、
地
域
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
得

て
大
盛
況
の
う
ち
に
行
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

業
務
隊
は
駐
屯
地
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、

多
く
の
事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

管
理
科
は
管
理
・
照
明
班
と
し
て
、
夏
祭
り
会
場

一
帯
に
提
灯
を
配
置
し
て
風
情
あ
る
会
場
演
出
の
ほ

か
、
足
場
照
明
の
設
置
や
リ
ー
ス
ト
イ
レ
の
増
設
等
、

快
適
な
会
場
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

補
給
科
は
打
ち
上
げ
花
火
班
と
し
て
、
各
関
係
機

関
の
事
前
点
検
や
花
火
業
者
と
の
綿
密
な
調
整
を
し

て
準
備
を
万
全
に
し
、
打
ち
上
げ
成
功
に
貢
献
し
ま

し
た
。

厚
生
科
は
公
募
売
店
班
と
し
て
、
人
流
・
販
売
商

品
の
考
慮
と
集
客
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
売
店
配
置

に
よ
り
、
全
店
が
目
標
の
売
上
げ
に
到
達
し
、
大
繁

盛
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

衛
生
科
は
衛
生
班
と
し
て
、
来
場
者
へ
の
検
温
に

よ
る
コ
ロ
ナ
対
策
及
び
環
境
・
食
品
衛
生
管
理
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
体
調
不
良
者
1
名
に
対
す
る
迅

速
な
救
護
処
置
に
よ
り
、
事
故
の
絶
無
に
貢
献
し
ま

し
た
。

等
々
、
多
く
の
事
業
に
携
わ
り
、
来
場
者
の
皆
様

に
は
大
変
に
満
足
し
て
帰
路
に
つ
い
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。

こ
こ
で
得
た
経
験
を
部
隊
・
隊
員
に
対
す
る
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

検温実施状況

照明の景況打ち上げ花火の準備

売店の景況

第
７
施
設
群
は
、
令
和
４
年
７
月
上
旬
か
ら
、
第

３
８
２
施
設
中
隊
及
び
偵
察
班
に
対
し
て
、
８
月
下

旬
か
ら
、
第
３
８
０
施
設
中
隊
及
び
補
給
班
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
４
年
度
群
訓
練
検
閲
を
実
施
し

ま
し
た
。

第
３
８
２
施
設
中
隊
は
、
防
御
支
援
に
任
ず
る
施

設
中
隊
と
し
て
、
自
走
架
柱
橋
の
架
設
、
陣
地
構
築

及
び
障
害
構
成
任
務
を
、
偵
察
班
は
、
部
隊
の
前
進

経
路
及
び
作
戦
地
域
の
偵
察
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

第
３
８
０
施
設
中
隊
は
、
防
御
支
援
に
任
ず
る
施

設
中
隊
と
し
て
、
陣
地
構
築
任
務
を
、
補
給
班
は
、

補
給
・
輸
送
任
務
を
遂
行
し
、
受
閲
部
隊
は
出
動
準

備
の
段
階
か
ら
整
斉
と
装
備
品
を
積
載
す
る
と
と
も

に
、
精
神
教
育
等
に
よ
り
心
の
準
備
を
整
え
つ
つ
、

会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
入
念
に
準
備
を
し

ま
し
た
。

夜
間
も
気
温
が
高
く
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
検

閲
で
し
た
が
、
受
閲
部
隊
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
も

士
気
高
く
、
無
事
に
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

橋梁（自走架柱橋）の通過ドローン使用前の点検・確認

指揮所用軽掩蓋掩壕の構築燃料給油

第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
４
年
８
月
下
旬
、
長
池

演
習
場
に
お
い
て
第
２
次
大
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
大
隊
検
閲
に
向
け
た
練
成
訓
練

で
あ
り
、
野
外
に
お
け
る
一
連
の
状
況
下
で
、
作
戦

地
域
へ
の
前
進
、
集
結
地
の
占
領
、
指
揮
所
の
開
設

等
を
演
練
し
て
、
施
設
技
術
、
任
務
遂
行
能
力
及
び

指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

隊
員
一
人
一
人
が
真
剣
に
訓
練
に
臨
み
、
日
頃
の

練
成
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を

達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
任
務
達
成
を
各
隊
員
の
自
信
に
繋
げ
、
今
年

度
の
師
団
訓
練
検
閲
の
任
務
達
成
を
目
標
と
し
、
本

訓
練
で
明
確
に
な
っ
た
不
備
事
項
を
是
正
し
て
、
師

団
訓
練
検
閲
に
向
け
施
設
科
と
し
て
任
務
完
遂
で
き

る
よ
う
、
大
隊
長
を
核
心
と
し
、
明
る
く
、
楽
し
く
、

前
向
き
に
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

施設偵察指揮幕僚活動

地雷の処理導爆線回路の構成

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
中

隊
は
、
令
和
４
年
７
月
上
旬
、
大
久
保
駐
屯
地
内
及

び
長
池
演
習
場
に
お
い
て
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。本

訓
練
の
主
眼
は
、
陸
士
隊
員
へ
の
知
識
・
技
術

の
付
与
及
び
練
度
の
向
上
で
あ
り
、
特
殊
武
器
防
護
、

歩
哨
、
被
拘
束
者
の
取
扱
い
及
び
索
敵
に
関
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ｏ
Ｐ
に
基
づ
い
た
隊
員
の
基
礎
動
作

を
細
分
化
し
て
教
育
・
訓
練
し
ま
し
た
。

昼
間
に
お
い
て
は
駐
屯
地
内
で
演
練
し
、
夜
間
に

お
い
て
演
習
場
で
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
訓
練
参

加
隊
員
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
と
と
も
に
、
要
領
を

理
解
で
き
て
い
な
い
隊
員
に
対
し
て
は
、
資
料
等
を

活
用
す
る
こ
と
で
必
要
な
基
礎
動
作
を
各
隊
員
に
徹

底
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訓
練
間
、
隊
員
一
人
一
人
が
真
剣
に
訓
練
に
臨
み
、

異
状
な
く
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
に

つ
い
て
次
回
訓
練
に
確
実
に
反
映
・
改
善
し
、
如
何

な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
第
４
施
設
団
の
野
整
備

支
援
の
根
幹
と
な
る
べ
く
更
な
る
練
度
向
上
を
図
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

被拘束者の取扱い（所持品検査）被拘束者の取扱い（連行要領）

退避壕の掘削歩哨による警戒



（３）

第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 １ ０ ２ 施 設 器 材 隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
４
年
８
月
下
旬
、

大
久
保
駐
屯
地
及
び
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４

年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
招
集
訓
練
は
、
架
橋
中
隊
が
基
幹
要
員
の
主
力

と
な
り
、
予
備
自
衛
官
延
べ
89
名
に
対
し
て
、
実
際

的
な
状
況
に
着
意
し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
器
材
隊
長
に
よ
る
精
神
教
育
」

「
特
殊
武
器
防
護
」
「
施
設
基
礎
作
業
（
連
結
、
土

の
う
作
成
、
Ｌ
Ｐ
構
築
）
」
「
64
式
小
銃
の
取
扱
い

（
分
解
・
結
合
）
」
「
駐
屯
地
警
備
」
「
救
急
法

（
隊
員
自
ら
に
よ
る
止
血
）
」
「
実
弾
射
撃
」
及
び

「
体
力
測
定
」
で
す
。

ま
た
、
各
種
訓
練
に
お
い
て
は
、
器
材
隊
の
若
年

隊
員
が
教
官
及
び
助
教
を
担
当
し
て
指
導
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

酷
暑
の
中
で
の
招
集
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
全
員
が
訓
練
に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
つ
つ
、

体
調
管
理
及
び
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
無
事
に
招
集

訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

駐屯地警備（車両の点検）実弾射撃

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
４
年
９
月

上
旬
、
連
日
の
猛
暑
日
に
見
舞
わ
れ
る
長
池
演
習
場

に
お
い
て
令
和
４
年
度
小
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
検
閲
で
は
、
前
段
は
作
戦
準
備
、
後
段
は
部
隊

行
動
と
施
設
作
業
を
焦
点
に
、
如
何
に
練
度
と
準
備

を
整
え
、
如
何
に
組
織
的
に
行
動
し
、
如
何
に
施
設

技
術
を
発
揮
し
て
、
自
主
積
極
的
に
任
務
を
遂
行
す

る
か
を
検
し
ま
し
た
。

小
隊
は
、
一
丸
と
な
っ
て
任
務
を
遂
行
し
、
昨
年

配
置
さ
れ
た
７
名
の
隊
員
も
、
２
度
の
団
訓
練
検
閲

を
経
て
、
３
度
目
の
訓
練
検
閲
と
な
り
、
施
設
構
築

・
車
両
運
行
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
全
う
し
、
成
長
し

た
姿
に
は
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
下
旬
の
６
日
間
、
第
３
施
設
大
隊
と

の
協
同
訓
練
に
お
い
て
、
第
３
施
設
大
隊
渡
河
交
通

小
隊
長
の
指
揮
の
下
、
あ
い
ば
野
演
習
場
戦
車
射
場

フ
ラ
ッ
ト
化
整
備
、
戦
車
射
場
の
地
盤
強
化
等
、
ダ

ン
プ
車
両
の
特
性
を
生
か
し
た
砕
石
運
搬
及
び
敷
均

し
を
実
施
し
、
本
訓
練
の
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

中
隊
は
、
個
々
の
ダ
ン
プ
車
両
操
縦
技
術
、
誘
導

要
領
な
ど
に
課
題
を
見
出
し
、
各
人
個
癖
を
矯
正
し

て
、
事
後
の
訓
練
・
輸
送
任
務
に
生
か
す
べ
く
、
日

々
の
練
成
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

指揮所構築第３施設大隊と連携して積載

第
３
９
７
会
計
隊
は
、
令
和
４
年
８
月
下

旬
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４
年
度
第

２
回
野
外
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
防
衛
法
制
及
び
会
計
科
部
隊

の
支
援
要
領
の
座
学
教
育
及
び
曹
士
を
主
体

と
し
た
班
訓
練
並
び
に
至
近
距
離
射
撃
能
力

向
上
を
狙
い
と
し
、
隊
員
は
第
３
９
７
会
計

隊
長
の
統
率
方
針
で
あ
る
「
任
務
遂
行
」
、

要
望
事
項
で
あ
る
「
連
携
縦
横
・
関
心
を
も

つ
」
を
意
識
し
て
互
い
に
協
力
し
、
訓
練
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
、
将
来
的
に
予
想
さ
れ
る
事
態
を
想

定
し
、
曹
士
を
主
体
と
し
た
１
コ
班
で
の
野

外
行
動
及
び
会
計
科
支
援
を
実
行
す
る
能
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
施
設
の
開
設
、
車
両

偽
装
、
先
行
班
の
行
動
等
に
つ
い
て
自
ら
考

え
行
動
す
る
意
識
を
涵
養
さ
せ
ま
し
た
。

当
日
は
突
然
の
雨
や
強
い
日
差
し
の
下
で

普
段
屋
内
で
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
隊
員

達
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
条
件
と
な
り

ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
集
中
力
を
持
っ
て

訓
練
に
臨
み
、
全
隊
員
が
能
力
を
向
上
さ
せ
、

自
ら
の
弱
点
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
訓
練
で
は
、
今
回
の
訓
練
以
上
に

創
意
を
凝
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し

て
会
計
科
支
援
を
実
行
さ
せ
る
た
め
の
識
能

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

至近距離射撃歩哨壕の掘開

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
は
、
体
力
・
気
力

の
向
上
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
目
的
と
し

て
全
隊
員
で
３
ｋ
ｍ
の
持
続
走
記
録
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

７
月
中
旬
で
の
猛
暑
の
中
、
給
水
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
る
な
ど
の
熱
中
症
対
策
の
も
と
、

持
続
走
記
録
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

個
々
の
体
力
の
差
は
多
少
あ
る
も
の
の
毎

月
１
秒
で
も
記
録
を
縮
め
る
と
い
う
意
気
込

み
で
持
続
走
記
録
会
へ
挑
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
長
池
演
習
場
基
本
射
場
に
お
い
て

弾
倉
交
換
を
伴
う
至
近
距
離
射
撃
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

若
年
隊
員
は
重
い
装
具
と
最
高
気
温
35
度

の
猛
暑
の
中
、
時
折
苦
し
い
表
情
を
見
せ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
練
成
訓
練

成
果
を
発
揮
し
、
安
全
か
つ
円
滑
に
射
撃
訓

練
を
終
了
し
、
練
度
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

団
本
部
付
隊
と
い
う
特
性
か
ら
、
零
細
時

間
を
活
用
し
、
効
率
的
・
効
果
的
・
継
続
を

力
に
し
て
、
今
後
も
団
本
部
を
支
え
る
部
隊

と
し
て
、
業
務
・
訓
練
等
に
邁
進
し
ま
す
。

給水ポイントの設置至近距離射撃訓練

施
設
整
備
隊
は
、
第
３
師
団
の
隷
下
部
隊
が

保
有
し
て
い
る
施
設
器
材
の
整
備
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

整
備
内
容
は
、
定
期
的
に
部
品
交
換
を
実
施

す
る
予
防
整
備
、
故
障
し
た
施
設
器
材
の
故
障

原
因
を
特
定
し
て
修
理
す
る
故
障
整
備
、
一
般

車
両
と
同
じ
公
道
を
走
る
た
め
道
路
交
通
法
に

従
っ
て
保
安
基
準
を
満
た
す
エ
ン
ジ
ン
や
ブ
レ

ー
キ
、
各
種
ラ
イ
ト
や
排
ガ
ス
等
の
検
査
を
行

う
保
安
検
査
で
す
。

２
四
半
期
の
主
な
整
備
器
材
は
小
器
材
（
草

刈
り
機
、
発
電
機
、
洗
車
機
）
、
07
式
機
動
支

援
橋
、
道
路
障
害
作
業
車
、
資
材
運
搬
車
、
中

型
け
ん
引
車
で
す
。

07
式
機
動
支
援
橋
や
道
路
障
害
作
業
車
の
整

備
は
２
年
に
１
回
の
保
安
検
査
を
含
む
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。

少
な
い
人
数
な
が
ら
陸
曹
、
陸
士
隊
員
が
協

力
し
て
予
防
整
備
か
ら
保
安
検
査
に
続
く
整
備

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
保
安
検
査
は
民
間
車
両
の
「
車
検
」
に

あ
た
り
、
保
安
検
査
を
す
る
際
も
、
保
安
検
査

の
た
め
に
施
設
器
材
を
整
備
す
る
際
も
整
備
の

要
と
し
て
責
任
感
を
持
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

施
設
整
備
隊
は
常
に
経
験
と
知
識
を
積
み
上

げ
て
整
備
技
術
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊
は
、

令
和
４
年
９
月
上
旬
、
中
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通

信
群
で
実
施
さ
れ
た
群
集
中
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

基
地
通
信
隊
の
体
制
移
行
を
見
据
え
た
訓
練

と
し
て
通
信
所
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
行
動
、

オ
ン
ラ
イ
ン
指
揮
所
を
活
用
し
た
指
揮
幕
僚
活

動
を
練
成
し
、
防
衛
出
動
時
の
通
信
支
援
と
し

て
通
信
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

通
信
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
各
種
シ

ス
テ
ム
の
構
成
・
開
設
、
電
話
機
の
設
置
に
よ

り
部
隊
、
隊
員
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
ユ
ー

ザ
ー
対
応
を
心
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指
揮
所
を
活
用
し
て
通

信
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
状
況
に
つ
い
て
も
上

級
部
隊
に
報
告
し
、
基
地
通
信
隊
員
と
し
て
の

能
力
を
発
揮
し
て
任
務
達
成
し
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
体
制
移
行
後
も
基
地
シ
ス
テ
ム

通
信
基
盤
が
24
時
間
当
た
り
前
に
使
用
で
き
る

通
信
環
境
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
使
用
部
隊
、

使
用
者
の
皆
様
へ
の
影
響
を
極
限
に
す
る
た
め

部
隊
の
基
本
的
行
動
、
隊
員
の
基
礎
動
作
を
演

練
し
て
参
り
ま
す
。

発電機の故障整備 タイヤホイールの予防整備オンライン指揮所の開設電話機の設置
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大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

最
先
任
の
一
言

編
集
後
記

大久保駐屯地
Twitter

ＱＲコード

定

年

退

官

者

紹

介

新

隊

員

後

期

教

育

↓

大
久
保
駐
屯
地
漫
画
喫
茶

「
莵

道

（
う

じ

）
」

日
頃
か
ら
基
地
通
信
隊
に
対
し
、
格
別
な
る

御
支
援
及
び
御
理
解
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
に
は
大
き
く
２
つ
の
モ
ッ
ト
ー
「
め
げ
な

い
、
拗
ね
な
い
、
前
向
き
」
「
や
る
な
ら
一
生

懸
命
」
が
あ
り
ま
す
。

「
め
げ
な
い
、
拗
ね
な
い
、
前
向
き
」
こ
れ

で
３
つ
や
ん
！
と
い
う
ご
指
摘
は
今
回
は
ご
勘

弁
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
「
め
げ
な
い
、
拗
ね
な
い
、
前
向
き

は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
に
陥
り
辛
い
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
心
の
中
で
こ
の

言
葉
を
唱
え
、
強
制
的
に
心
を
リ
セ
ッ
ト
し
、

前
向
き
に
、
そ
し
て
前
へ
進
め
る
よ
う
、
思
考

の
転
換
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
に
与
え
る
印
象
や
職
場
の

雰
囲
気
も
よ
く
な
り
、
そ
し
て
気
持
ち
よ
く
仕

事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
や
る
な
ら
一
生
懸
命
」
で
す
。

挨
拶
・
掃
除
・
諸
所
の
業
務
に
至
る
ま
で
、

与
え
ら
れ
た
こ
と
を
一
生
懸
命
や
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
と
い
う
の
は
人
間
に
与
え
ら
れ
た

平
等
の
も
の
で
あ
り
、
一
生
懸
命
や
る
こ
と
で

や
り
が
い
や
達
成
感
、
団
結
力
や
感
謝
、
時
に

は
人
を
感
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

失
わ
れ
る
も
の
な
く
、
非
常
に
大
き
な
も
の

を
生
ん
で
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
生
懸

命
に
な
ら
な
い
と
、
生
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、

労
力
や
時
間
を
浪
費
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
り
と
め
の
な
い
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
駐
屯
地
の
皆
様
に
対
し
て
よ
り
よ
い

シ
ス
テ
ム
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

前
向
き
に
、
そ
し
て
、
一
生
懸
命
に
任
務
に
ま

い
進
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
基
地
通
信
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
モ
ッ
ト
ー
」

第３１８基地通信中隊
大久保派遣隊
３等陸尉 尾崎 素子

」

高
校
や
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
誰
し
も

が
就
職
し
て
社
会
の
一
員
と
な
り
ま
す
。

会
社
等
に
勤
め
る
事
に
な
れ
ば
研
修
に

参
加
し
、
そ
の
中
で
そ
の
会
社
の
社
員
と

し
て
の
基
本
的
な
教
育
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
我
々
自
衛
官
も
同
じ
く
自
衛
隊
に

入
隊
し
た
な
ら
ば
新
隊
員
教
育
隊
で
教
育

に
参
加
し
、
自
衛
官
と
い
う
社
会
人
に
な

る
為
の
第
一
歩
の
教
育
を
受
け
、
そ
の
中

で
「
自
衛
官
の
心
が
ま
え
」
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

そ
の
「
自
衛
官
の
心
が
ま
え
」
は
、
使

命
の
自
覚
、
個
人
の
充
実
、
責
任
の
遂
行
、

規
律
の
厳
守
、
団
結
の
強
化
に
つ
い
て
の

解
説
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
衛
官
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
る
内
容
で
も
あ
り
、
自
衛
官
と

し
て
当
た
り
前
の
事
で
日
頃
か
ら
実
践
し

て
い
く
べ
き
こ
と
で
す
。

自
衛
隊
は
決
し
て
一
人
で
は
仕
事
が
で

き
ず
、
各
隊
員
が
使
命
を
自
覚
し
、
責
任

感
を
持
っ
て
皆
と
協
力
（
団
結
）
し
て
任

務
達
成
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
規
律
を
厳
守
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

新
隊
員
は
後
期
教
育
を
終
了
し
て
部
隊

配
置
に
な
り
ま
す
が
「
自
衛
官
の
心
が
ま

え
」
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
一
日
で
も

早
く
部
隊
に
慣
れ
て
立
派
な
自
衛
官
（
社

会
の
一
員
）
に
な
れ
る
よ
う
に
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
社
会
人
と
し
て
必
要
な
こ
と
」

テープカット

隊員の活用風景

大
久
保
駐
屯
地
で
は
、
こ
の
度
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
備
え
つ
け
た

厚
生
セ
ン
タ
ー
内
に
漫
画
喫
茶
「
莵
道
」
（
う
じ
）
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

一
般
図
書
と
漫
画
本
は
、
駐
屯
地
曹
友
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
隊
員
の
生
活
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
今
後
も
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。

第３後方支援連隊第１整備
大隊施設整備隊
陸曹長 井田 滋

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙｢

や
ま
し
ろ
」
ご

愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
は
、
３
年
振
り
に
駐
屯
地
夏
祭
り
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
と
お
会
い
で

き
て
大
変
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
の
対
策
を

し
っ
か
り
と
し
な
が
ら
各
種
訓
練
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
大
久

保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対
し
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

第
３
施
設
大
隊
後
期
教
育
隊

杭の作成つるはしの取扱い

軽門橋の構築基本爆破漕舟

第
７
施
設
群
教
育
隊
（
新
隊
員
78
名
）
及
び
第
３
施
設
大
隊
教
育
隊

（
新
隊
員
48
名
）
は
、
令
和
４
年
７
月
上
旬
か
ら
約
３
カ
月
間
、
４
月

に
入
隊
し
た
新
隊
員
に
対
し
て
後
期
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
猛
暑
と
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
施
設
科
隊
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
及
び
技
能
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
期
の
絆
を
深
め
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

教
育
を
修
了
し
た
新
隊
員
達
は
、
自
信
と
希
望
を
胸
に
、
大
久
保
駐

屯
地
の
ほ
か
、
豊
川
、
富
山
、
宇
治
、
桂
、
三
軒
屋
、
出
雲
、
和
歌
山

駐
屯
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
第
一
線
で
活
躍
し
ま
す
。

若
い
力
の
新
天
地
に
お
け
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

杭の打ち込み重材料運搬

木材の連結

第
７
施
設
群
後
期
教
育
隊

大久保駐屯地業務隊

１等陸曹 中窪 英二

退官 令和４年８月１日

大久保駐屯地業務隊

２等陸佐 松實 勝也

退官 令和４年８月１日

大久保駐屯地業務隊

陸曹長 濱砂 末次

退官 令和４年８月９日

第１０２施設器材隊本部付隊

陸曹長 宮田 浩武

退官 令和４年８月３１日


